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事業系ごみ対策調査票 アンケート結果 

 

問 1．貴市の人口規模についてお答えください。 

回答（人口区分）： 

Ⅰ．12 万人以上 20 万人未満 

Ⅱ．20 万人以上 30 万人未満 

Ⅲ．30 万人以上 50 万人未満 

Ⅳ．50 万人以上 

 

 

問 2. 焼却施設への搬入手数料についてお聞きします。 

2-1～4 の回答：本ホームページ「ごみ減量化情報」に「手数料改定一覧表」、「減量効果」と

してそれぞれ掲載中。 

 

  

Ⅰ

71 (41.3%)

Ⅱ

33 (19.2%)

Ⅲ

43 (25.0%)

Ⅳ

25 (14.5%)

N=172
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2-2．前回手数料改定の実施年月を記入してください。 

回答： 

 

 

問 3．焼却施設での搬入物展開検査についてお聞きします。 

3-1．まず貴市の焼却施設の運用方法は、次のいずれでしょうか。 

  単独、広域両建ての場合、主な運用処理方法を選択し、問 3に回答してください。 

回答： 
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N=172
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3-2．貴市または一部事務組合（以下、一組）が搬入物展開検査を実施していますか。 

回答（複数回答可）： 

 

 

3-3．搬入物展開検査を実施している市にお聞きします。 

回答：開始年度、検査回数、検査台数の一覧表は別途とりまとめ予定。  

 

展開検査機導入 有  無 
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実施していない

一組が実施している

その他

市区数

有

36 (24.5%)

無

111 (75.5%)

N=147
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3-4．搬入物展開検査を実施している市にお聞きします。 

  展開検査において最も多くあぶり出される違反ごみは次のどれですか。 

回答（2つまで選択）： 

 

 

3-5．搬入物展開検査を実施している市にお聞きします。 

  展開検査において許可業者車両に搬入違反があった場合の対応はどうしていますか。 

回答（複数回答可）： 
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問 4．許可業者に対する指導や連携についてお聞きします。 

4-1．どのような指導・連携をしていますか。 

回答（複数回答可）： 

 

 

4-2．許可業者に対して、許可更新時に助言、情報提供、講習などを実施していますか。 

回答： 

 

  

138

60

40
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許可業者に対して排出事業者による分別排出の徹底

を助言するように指導している

大規模災害発生時の協力支援を依頼している

分別の悪い排出事業者に関する情報を提供させてい

る

廃棄物減量等推進審議会への委員出席や市主催イベ

ントへの出展参加を依頼している

許可業者に対して一般廃棄物管理票の運用・提出を

求めている

許可業者に対して特段の指導や連携は行っていない

その他

市区数

実施している

98 (57.6%)

実施していない

72 (42.4%)

N=170
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問 5．大規模事業所指導についてお聞きします。 

5-1．減量計画書の提出や管理責任者の選任を求める制度を運用していますか。 

回答： 

 

 

5-2. 制度を運用している場合、制度の対象範囲を、番号に〇付けの上、ご記入ください。 

回答（複数回答可）：別途一覧表にとりまとめ予定。 

  

運用している

117 (68.0%)

運用していない

55 (32.0%)

N=172
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5-3．制度を運用している場合、定期的に訪問（立入り）調査を実施していますか。 

回答： 

 

 

5-4．訪問調査を実施している場合、対象 1件当たりの調査の頻度を数字でご記入ください。 

回答： 

 

5-5．排出事業所に対してごみ減量・分別のメリットをどう説明していますか。 

回答（2つまで選択）： 

 

  

実施している

74 (62.7%)
実施していない

44 (37.3%)

N=118
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5-6．オフィスや学校などの事業所から排出される弁当ガラの扱いをどうしていますか。 

回答： 

 

 

5-7．優良事業者に対する認定等の制度はありますか。ある場合、名称をご記入ください。 

回答： 

 

 

名称については、別途一覧表としてとりまとめ予定。 
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135 (79.9%)
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N=169
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5-8．ビル管理会社への働きかけを実施していますか。 

回答（複数回答可）： 

 

 

5-9.大規模排出事業者指導のコツは何でしょうか。自由にお答えください。 

回答：別途とりまとめ予定。 

 

114

30

23

12

0 50 100 150

ビル管理会社やテナントへの働きかけは特に実施

していない

ビル管理会社との連携や働きかけを実施している

テナントに直接啓発などの働きかけを実施してい

る

その他

市区数


